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梗　　概
Fostering Virtuous Triangles: 























トリー No. 2とエントリー No. 6のピア・フィードバック直後に、ピア・フィード
バックが学習者に与える影響を調査するために質問紙（17項目）調査を実施した。
　分析の結果、6回のエントリーに付けられたコメント総数は 639個で、一人平均
8.75個のコメントを付けていたことになる。（1）多かったコメントは、授業に関係が
あるもの、一貫性、称賛、（2）少なかったコメントは、誤り訂正、批判、世間的な事
象、質問であった。（3）ピア・フィードバックは学習者の気づきを増やし、モチベー
ションを上げ、責任感を育てた。（4）コメントの受け手としては視点が増え、モチ
ベーションが上がった。（5）コメンテーターとしては友達に対して健全なライバル心
が湧き、自分も頑張ろうと思った。またメタ認知的な見方が身に付き、ライティング
に対する積極的な態度を伸ばした。（6）エントリーの書き手としてはコメントに励ま
され、読みやすい文章を書こうと気をつけるようになった。（7）学習者はピア・
フィードバックは役に立っていると思っている。
　ピア・フィードバックは学習者の情意面には貢献しているが、本心でコメントを付
けているのか、またコメントをどの程度次回のライティングに取り入れライティング
能力の向上につなげているのか、などは確認できておらず、今後さらに調査する必要
がある。一方、教師にとってピア・フィードバックは時間と労力がかかる活動ではあ
るが、「学習者が中心の授業」を理解して実践する価値があると言える。
